公益社団法人福岡県剣道連盟　段位審査規程

（目　的）

第１条　この規程は、一般財団法人全日本剣道連盟称号・段位審査規則（以下「全剣連審査規則」という。）第１６条及び同細則第１４条の規定に基づき、公益社団法人福岡県剣道連盟（以下「連盟」という。）が行う剣道（居合道、杖道を含む。）初段から五段までの段位審査に関する必要な事項を定めることを目的とする。

（審査会の実施）

第２条　審査会は、一般財団法人全日本剣道連盟会長（以下「全剣連会長」という。）の委任を受けて連盟会長が実施する。

（審査の委任）

第３条　連盟会長は、段位審査を効果的に行うため、その審査の実施を各連合地区剣道連盟または部に次のとおり委任する。

(１) 剣道の初段から三段（高校三段を除く。）までの審査を連合地区剣道連盟に委任する。
(２) 居合道、杖道の初段から五段までの審査を居合道部、杖道部に委任する。
（審査会の開催申請）

第４条　前条の規定に基づき審査会を開催しようとする連合地区剣道連盟会長または部会長は、審査を実施する４０日前までに段位審査会開催申請書（様式第１号）を連盟会長に提出しなければならない。

（審査員選考委員会）

第５条　審査員選考委員会の運営等については、全剣連審査規則第４条の規定を準用する。

（審査委員長）

第６条　審査委員長の任命及び任務は、全剣連審査規則第５条及び同細則第４条の規定を準用する。

（審査員の選考・委嘱）

第７条　審査員の選考及び委嘱は、全剣連審査規則第６条の③及び同細則第５条の規定を準用する。

（審査員の選考基準及び審査員の数）

第８条　審査員を選考する基準は、教士七段以上の者とし、その他の基準及び審査員の数は全剣連審査規則第７条②の規定を準用する。

（審査会の構成）

第９条　審査会の構成は、全剣連審査規則第８条及び同細則第６条の規定を準用する。

（審査主任の任務）

第１０条　審査場における審査主任の任務は、全剣連審査細則第７条の規定を準用する。

（審査員の責務）

第１１条　審査にあたる審査員の責務は、全剣連審査規則第９条及び同細則第８条の規定を準用する。

（段位の付与基準）

第１２条　段位の付与基準は、全剣連審査規則第１５条及び同細則第１３条の規定を準用する。

（受審資格）

第１３条　段位審査を受けようとする者は、全剣連審査規則第１７条及び同細則第１５条の規定を準用する。

（受審の申込）

第１４条　段位を受審する者は、段位審査申込書（様式第２号）に必要事項を記載し、審査料等を添えて所属する地域剣道連盟会長または部会長に申込しなければならない。

（受審制限等）

第１５条　段位審査会を実施する者は、全剣連審査細則第１９条の規定に該当すると認める場合は、審査の申込を受け付けず又は受審を拒否し、受審を差し止めることができる。

（審査申込書の受理）

第１６条　段位審査申込書を受理しようとする地域剣道連盟会長または部会長は、記載事項を精査し、受理する場合は、地域剣道連盟会長または部会長の印及び事務局長の印を所定の箇所に押印しなければならない。ただし、現有段位を連盟以外の県で取得した者は、それを証明する書類（段位取得証明書等）を添付しなければならない。

（審査料の払込）

第１７条　段位審査料を受領した地域剣道連盟会長または部会長は、段位審査料払込書（様式第３号）及び段位審査申込名簿（様式第４号）に必要事項を記載して、受理した段位審査申込書とともに審査料等を定められた期日までに連盟会長または連合地区剣道連盟会長に納入しなければならない。

（審査の方法）

第１８条　段位審査の方法は、全剣連審査規則第１８条及び同細則第１６条の規定を準用する。

（審査の合否）

第１９条　段位審査の合否は、全剣連審査規則第１９条の規定を準用する。

（特別措置）

第２０条　連盟会長は、段位審査に関し、合格の決定を不当と認めたときの合格の取り消しまたは特段の事由があると認める受審者を合格とするなどの特別措置を講ずる場合は、全剣連審査規則第２０条及び同細則第１７条の規定を準用する。

（情報の提供）

第２１条　連盟会長は、受審者の求めに応じ、その者の合否に関する事項を提供することができる。

（審査料・登録料）
第２２条　段位審査料及び登録料は、別表のとおりとする。

（登録料の払込）

第２３条　審査会を開催した連合地区剣道連盟会長または部会長は、その審査結果を段位審査実施報告書（様式第５号）に記載し、遅滞なく連盟会長に報告するとともに登録料払込書（様式第６号又は様式第６号の２）に必要事項を記載して登録料を納入しなければならない。

（証書の授与）

第２４条　連盟会長は、全剣連会長から段位の審査に合格した者に対し、授与される証書の送付を受けた場合は、遅滞なく登録申請がなされた連合地区剣道連盟会長、地域剣道連盟会長または部会長に配布しなければならない。

２　前項の証書の配布を受理した者は、すみやかに合格した者に授与しなければならない。

（証書の誤字訂正）

第２５条　証書を受理した者は、氏名に誤字等がある場合は、すみやかに証書誤字訂正願書（様式第７号）に必要事項を記載し、所属連合地区剣道連盟会長、地域剣道連盟会長または部会長を通じて連盟会長に提出しなければならない。

（証書の再交付）

第２６条　証書の再交付を受けようとする者は、証書再交付申請書（様式第８号）に必要事項を記載し、別表に定める手数料を添えて、所属地域剣道連盟会長または部会長を通じて連盟会長に申請しなければならない。

（段位の取得証明）

第２７条　段位の取得証明書の交付を受けようとする者は、段位取得証明書交付申請書（様式第９号）に必要事項を記載し、別表に定める手数料を添え、所属地域剣道連盟会長または部会長を通じて連盟会長に申請しなければならない。

（補　則）

第２８条　この規程に定めるほか、称号・段位審査に関し必要な事項は、全剣連審査規則及び同細則並びに同実施要領を準用する。
附　　則

この規程は平成２６年３月８日から施行し、移行登記日である平成２５年４月１日に遡
って適用する。
附　　則

この規程は平成２６年４月１日から適用する。（別表改正）
＊令和７年3月８日理事会にて、（審査料・登録料）第22条　段位登録料（別表）を改定
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